
高井浜大向地先海岸地元説明会

平成 年 月 日 ～

気仙沼市高井283番1地先　海岸堤防内

住民，漁協関係者など計19名

１．説明会の目的

高井浜大向地先海岸の高井及び大向地区地元住民及び漁業関係者の皆様を対象に，堤防計画の説明を行ったものです

２．住民からの主な質問

①舟揚場復旧方法

②発注予定

③工事の早期着手

３．土木事務所からの回答

①沈下分をコンクリートにより嵩上げを実施する。

   また，舟揚場への進入に対しては、人為開閉が必要な陸閘を廃止し、坂路による乗り越え方式に変更する。

②境界立会終了後に用地買収及び物件補償を行った上で、年度内発注を予定している。

③境界立会を含めて関係者の協力を是非お願いしたい。

【土木事務所配布資料抜粋】
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